
昨
年
度
よ
り
対
面
で
の
開
催
と

な
っ
た
定
期
大
会
、
今
年
度
は
令

和
５
年
５
月
26
日
（
金
）
、
午
後

１
時
よ
り
東
近
江
市
の
「
八
日
市

文
化
芸
術
会
館
」
に
て
八
日
市
支

部
担
当
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
時
間
短
縮
と
人
員
縮
小

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

ほ
ぼ
通
常
開
催
に
戻
り
、
開
催
の

開
始
時
間
は
昨
年
と
同
様
の
午
後

か
ら
と
な
り
、
人
員
縮
小
は
な
く

通
常
の
代
議
員
数
に
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

出
席
者
は
出
席
代
議
員
63
名
、

委
任
状
提
出
者
21
名
、
合
計
84
名
、

代
議
員
総
数
86
名
に
対
し
て
、

資
格
代
議
員
数
84
名
と
な
り
、

組
合
規
約
第
８
条
を
満
た
し
本

大
会
が
成
立
に
至
り
ま
し
た
。

今
年
度
大
会
は
、
定
刻
に
始
ま

り
司
会
を
宮
本
会
計
が
担
当
し
、

物
故
者
の
黙
と
う
の
後
、
冨
田

忠
夫
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

『
今
、
社
会
の
状
況
は
コ
ロ
ナ
禍

渦
中
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
世
界

情
勢
が
急
激
に
変
わ
り
物
価
高
騰

に
よ
り
私
た
ち
組
合
員
の
生
活
も

資
材
高
騰
で
厳
し
い
状
況
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
で
い

か
に
仕
事
や
生
活
を
守
る
か
組
合

員
の
皆
さ
ん
と
共
に
少
し
で
も
改

善
に
向
く
よ
う
情
報
共
有
し
、
組

合
事
業
も
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
し
つ

つ
活
動
や
運
動
を
通
じ
て
意
識
を

高
め
団
結
し
て
い
き
た
い
』
と
、

組
合
員
の
結
束
を
求
め
ま
し
た
。

今
年
度
来
賓
で
迎
え
た
方
々
は
、

全
建
総
連

小
倉

範
之
（
お
ぐ
ら

の
り
ゆ
き
）
書
記
次
長
、
中
建
国

保
組
合

岩
舘

高
志
（
い
わ
だ
て

た
か
し
）
常
務
理
事
、
の
ご
あ
い

さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、

滋
賀
県
知
事

三
日
月

大
造
様
、

東
近
江
市
長

小
椋

正
清
様
、
議

員
方
々
で
は
、
上
野

賢
一
郎
衆
議

院
議
員
は
じ
め
９
議
員
か
ら
頂
き

ま
し
た
。

議
長
団
で
は
、
八
日
市
支
部
よ

り
山
田
弘
道
氏
、
土
山
支
部
よ
り

奥
出
博
之
氏
の
２
名
が
就
任
と
な

り
進
行
さ
れ
、
議
事
は
資
格
審
査

報
告
、
議
事
運
営
報
告
、
令
和
４

年
度
活
動
報
告
、
令
和
４
年
度
決

算
、
監
査
報
告
、
執
行
委
員
選
出
、

と
進
み
新
年
度
へ
の
令
和
５
年
度

活
動
方
針
案
、
令
和
５
年
度
予
算

案
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
そ
れ
ぞ

れ
の
議
案
が
採
決
さ
れ
可
決
成
立

し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
成
立
後
は
、
大
会
表
彰
、

開
催
支
部
で
八
日
市

山
田
弘
道
支

部
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
に
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

自
由
民
主
党
、
滋
賀
県

議
員
団
聴
き
取
り
要
望
・

要
請
は
、
令
和
５
年
６
月

７
日
に
行
わ
れ
、
滋
賀
県

建
築
組
合
か
ら
は
、
冨
田

組
合
長
、
髙
村
書
記
長
、

大
澤
副
組
合
長
、
宮
田
副
組
合
長
、

宮
本
会
計
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
主
な
要
望
・
要
請
で
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
調
査
・

除
去
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度
の

政
策
要
請
で
、
２
０
２
１
年
５
月

17
日
、
最
高
裁
判
所
は

建
設
業
従
事
者
の
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
に
つ
い
て
、

国
の
責
任
と
大
手
ア
ス

ベ
ス
ト
建
材
製
造
企
業

10
社
の
賠
償
を
認
め
る

判
決
を
言
い
渡
し
ま
し

た
。同

判
決
を
踏
ま
え
、

特
定
石
綿
被
害
建
設
業

務
労
働
者
等
に
対
す
る

給
付
金
等
の
支
給
に
関

す
る
法
律
（
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
給
付
金
法
）
が
成
立
、
２

０
２
２
年
１
月
か
ら
国
の
拠
出
に

よ
る
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
に
対
す
る

給
付
金
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
気
汚
染
防
止
法
等
の

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
法
の
改
正
に
よ

り
規
制
が
強
化
さ
れ
、
２
０
２
２

年
４
月
か
ら
一
定
規
模
以
上
の
工

事
は
事
前
調
査
結
果
の
報
告
が
必

須
と
な
り
、
２
０
２
３
年
10
月
か

ら
は
有
資
格
者
に
よ
る
事
前
調
査

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
の
「
民
間
建
築
物

に
お
け
る
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

等
飛
散
防
止
対
策
に
関
す
る
調
査

結
果
（
令
和
４
年
３
月
７
日
時
点

の
都
道
府
県
か
ら
の
報
告
）
」
に

よ
る
「
民
間
建
築
物
に
対
す
る
ア

ス
ベ
ス
ト
補
助
制
度
の
創
設
状
況
」

に
つ
い
て
は
、
制
度
終
了
と
検
討

中
を
含
め
る
と
、
全
国
の
約
７
割

の
都
道
府
県
が
補
助
制
度
創
設
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
県
に
関

し
て
は
、
京
都
府
、
三
重
県
、
奈

良
県
、
和
歌
山
県
は
融
資
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
滋
賀
県
を
含
め
「
予

定
な
し
」
は
13
都
道
府
県
と
な
っ

て
い
ま
す
。

滋
賀
県
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、

14
市
町
が
石
綿
含
有
建
材
レ
ベ
ル

１
「
石
綿
含
有
吹
付
け
材
」
の
補

助
制
度
の
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

京
都
市
に
つ
い
て
は
レ
ベ
ル
１

の
含
有
調
査
の
補
助
に
加
え
、
除

去
等
工
事
に
要
す
る
費
用
に
お
い

て
も
１
０
０
万
円
を
上
限
と
し
、

３
分
の
２
を
補
助
す
る
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

レ
ベ
ル
２
「
石
綿
含
有
耐
火

被
覆
材
」
、
レ
ベ
ル
３
「
そ

の
他
石
綿
含
有
成
形
板
」
建

材
の
調
査
に
つ
い
て
の
助
成

は
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
よ
う
な
民
間
建
築
物

に
お
け
る
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
等
の
飛
散
防
止
対
策
を
進

め
る
た
め
に
、
法
改
正
に
よ

り
石
綿
含
有
の
調
査
・
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
た
「
レ
ベ

ル
３
」
も
含
め
、
す
べ
て
の

石
綿
含
有
建
材
の
調
査
・
除

去
費
用
に
つ
い
て
助
成
制
度

を
つ
く
っ
て
頂
き
た
い
。
と

の
要
請
を
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
例
年
の
要
請
実
現

に
至
ら
な
い
、
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
に
係
る
国
保

組
合
へ
の
助
成
に
関
す
る
要

請
も
、
再
度
の
要
請
書
を
提

出
し
粘
り
強
く
行
っ
て
い
き

ま
す
。
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建
設
国
保
組
合
の
育
成
・
強
化

を
求
め
る
要
請
、
と
し
て
、

来
年
度
予
算
確
保
に
向
け
た
予

算
要
求
中
央
行
動
が
、
令
和
５
年

７
月
27
・
28
日
に
全
体
会
議
で
結

束
を
固
め
、
各
県
連
・
組
合
に
関

わ
る
地
元
議
員
へ
の
要
望
・
要
請

行
動
が
あ
り
、
滋
賀
県
建
築
組
合

か
ら
は
冨
田
組
合
長
、
髙
村
書
記

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
か
ら
の
国
会
議
員
へ
の

要
請
で
は
、
２
日
に
わ
た
り
東
京

の
衆
・
参
議
員
会
館
へ
向
か
い
、

各
議
員
方
の
本
人
又
は
秘
書
の
方

と
の
要
請
面
談
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
内
容
で
は
、

私
た
ち
全
建
総
連
は
、
大
工
、

左
官
な
ど
の
建
設
従
事
者
が
個
人

加
盟
す
る
組
合
で
、
各
都
道
府
県

で
組
合
を
組
織
し
て
い
ま
す
（
２

０
２
３
年
３
月
末
現
在
の
加
入
者

数
61
万
５
８
３
８
人
）
。
ま
た
、
全

建
総
連
傘
下
の
組
合
を
母
体
に
、

全
国
で
22
の
国
民
健
康
保
険
組
合

（
建
設
国
保
）
を
運
営
し
て
い
ま
す

（
全
建
総
連
22
国
保
組
合
の
２
０
２

３
年
３
月
末
現
在
の
被
保
険
者
数

99
万
９
９
３
７
人
）
。

国
保
組
合
の
財
政
運
営
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
時
に

お
け
る
反
動
増
に
よ
り
医
療
費
が

伸
び
、
加
え
て
後
期
高
齢
者
医
療

等
へ
の
支
援
金
増
加
の
影
響
な
ど

に
よ
り
、
今
年
度
４
月
分
保
険
料

よ
り
大
幅
引
き
上
げ
を
余
儀
な
く

実
施
す
る
国
保
組
合
も
あ
り
不
安

定
な
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し

て
国
保
組
合
全
体
で
は
同
業
種
に

よ
る
再
編
・
統
合
が
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
。
（
２
０
０
０
年
度
１
６
５

国
保
→
２
０
２
２
年
度
１
６
０
国

保
）こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
建

設
従
事
者
の
健
康
を
支
え
る
建
設

国
保
は
、
加
入
者
自
ら
が
「
自
分

た
ち
の
医
療
保
険
」
と
い
う
強
い

連
帯
意
識
の
も
と
で
、
ア
ス
ベ
ス

ト
健
診
な
ど
就
労
環
境
に
即
し
た

保
健
事
業
の
展
開
や
後
発
医
薬
品

の
活
用
な
ど
、
建
設
業
で
働
く
者

と
そ
の
家
族
に
最
適
な
医
療
保
険

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
医
療
費

の
適
正
化
や
保
健
事
業
の
推
進
に

日
々
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
建
設
国
保
が
安
定
運
営

の
も
と
、
保
険
者
機
能
を
発
揮
し

て
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
一
翼
を

担
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
要
請
い

た
し
ま
す
。

１
．
国
民
負
担
に
考
慮
し
国
民
医

療
へ
の
公
費
助
成
を
拡
充
す
る
こ

と
。

２
．
医
療
保
険
制
度
は
被
用
者
保

険
と
国
民
健
康
保
険
と
す
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
の
管
理
・
運
営
の

主
体
は
、
公
営
国
保
と
国
保
組
合

と
し
、
建
設
国
保
を
育
成
・
強
化

す
る
こ
と
。

３
．
国
保
組
合
の
国
庫
補
助
は
自

然
増
を
含
む
医
療
費
の
伸
び
と
感

染
症
拡
大
に
よ
る
影
響
な
ど
も
考

慮
し
医
療
費
動
向
を
適
切
に
勘
案

し
、
現
行
補
助
水
準
を
確
保
す
る

こ
と
。

（
１
）
定
率
補
助
は
安
定
し
た
財
政

運
営
に
不
可
欠
で
あ
り
今
後
も
維

持
す
る
こ
と
。

（
２
）
被
保
険
者
の
定
率
補
助
は
、

協
会
け
ん
ぽ
の
国
庫
補
助
率
の
見

合
い
を
考
慮
し
た
設
定
を
検
討
す

る
こ
と
。

昨
年
度
よ
り
国
土
交
通
省
の
補

助
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
断
熱
施

工
実
技
研
修
会
が
、
今
年
度
の
開

催
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
行
わ
れ
た
研
修
会
は
６
回

あ
り
、
実
施
団
体
と
し
て
㈱
滋
賀

原
木
と
滋
賀
建
築
組
合
が
担
当
し
、

㈱
滋
賀
原
木
内
に
常
設
研
修
会
場

と
し
て
置
か
れ
て
い
る
実
技
木
軸

組
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
実
技
研
修
会
は
８
回

の
日
程
が
組
ま
れ
、
同
じ
実
施
団

体
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
建
築
物
省
エ
ネ
法

の
改
正
に
よ
り
、
２
０
２
５
年
度

に
省
エ
ネ
基
準
の
適
合
義
務
化
に

向
け
た
施
工
に
関
わ
る
主
に
大
工

技
能
者
の
断
熱
施
工
で
の
技
術
性

能
の
向
上
に
向
け
て
施
工
手
順
を

確
認
し
、
外
皮
性
能
を
上
げ
る
た

め
気
密
施
工
が
実
践
さ
れ
る
よ
う

に
、
実
技
を
行
い
な
が
ら
受
け
る

研
修
会
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

国
保
組
合
の
財
政

は
、
補
助
金
と
保
険

料
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
補
助
金
の

確
保
が
出
来
な
い
と

保
険
料
に
直
接
影
響

し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち

は
、
国
に
対
し
て
自

分
た
ち
の
思
い
を
直

接

「
手
書
き
」

で

訴
え
る
ハ
ガ
キ
要
請

を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
に
仲
間
が
直

接
届
け
る
ハ
ガ
キ
は
、

財
務
省
・
厚
労
省
の

職
員
が
要
請
内
容
も

一
枚
一
枚
確
認
し
て

い
ま
す
。
夏
と
秋
の

厚
労
省
要
請
で
は
、

国
保
組
合
を
所
管
す

る
国
保
課
長
は
、
ハ
ガ
キ
は
あ
り

が
た
い
（
財
務
省
と
の
折
衝
）
と

回
答
、
要
請
に
際
し
て
の
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、
仲
間
一

人
ひ
と
り
が
参
加
す
る
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
切
実

な
訴
え
を
直
筆
で
厚
労
省
や
財
務

省
に
届
け
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の

要
求
が
説
得
力
を
増
し
、
補
助
金

確
保
を
進
め
る
原
動
力
と
な
り
ま

す
。す

べ
て
の
国
会
議
員
に
対
し
、

地
元
か
ら
私
た

ち
の
願
い
を
届

け
る
こ
と
で
行

政
を
動
か
し
、

国
保
組
合
の
補
助
金
獲
得
に
向
け

た
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
地
元
国
会
議
員
本
人
へ
の

直
接
面
会
を
基
本
に
要
請
の
活
動

を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

予
算
要
求
中
央
行
動
の
中
で
、

厚
生
労
働
省
保
健
局
要
請
の
取
り

組
み
で
は
、
中
建
国
保

髙
村
副
理

事
長
（
当
滋
賀
建
築

書
記
長
）
の

要
請
報
告
で
、
組
合
か
ら
の
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
に
つ
い
て
の
感
想
を
、

保
健
局

国
保
課
長
は
、
『
文
面
に

は

建
設
国
保
は
命
と
健
康
を
守
る

大
切
な
制
度
で
、
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
、
万
が
一
の
時
の
命
の
綱
と
思

う
が
、
一
枚
一
枚
手
書
き
で
書
か

れ
て
い
た
。
重
く
受
け
止
め
た
い
。』

と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
概
算
要
求
の
現
状
で
は
、

『
国
の
予
算
編
成
も
増
大
し
、
厳
し

い
要
求
基
準
や
要
求
枠
、
上
限
枠

な
ど
が
あ
る
と
聞
き
、
詳
細
は
現

時
点
で
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

国
保
課
か
ら
会
計
課
に
必
要
な
予

算
を
要
求
し
て
い
る
段
階
。
建
設

国
保
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
要

請
状
況
や
ハ
ガ
キ
の
思
い
を
も
っ

て
要
求
し
て
い
き
た
い
。』

と
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
国
保
課
長
か
ら
は
、

『
本
日
は
対
面
で
ご
意
見
、
ご
要
望

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ハ
ガ

キ
も
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
一
枚

一
枚
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
や

は
り
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
た
。
建
設
国
保
は
、
日

本
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
頂
い
て

い
る
一
人
一
人
が
加
入
し
て
い
る

組
合
。
し
っ
か
り
と
予
算
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。
』

と
、
力
強
い
決
意
が
語
ら
れ
、
要

請
を
重
く
受
け
止
め
て
頂
き
ま
し

た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
問
題

が
出
て
い
ま
す
が
、
今
年
10
月
に

保
険
証
が
組
み
入
れ
ら
れ
、
カ
ー

ド
の
な
い
人
は
資
格
認
定
証
を
出

す
と
言
う
政
策
で
今
の
と
こ
ろ
実

施
の
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

記
事
で
も
取
り
上
げ
て
き
ま
し

た
が
、
私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る

国
保
組
合
の
助
成
制
度
は
仕
事
や

生
活
も
守
る
支
え
に
も
な
っ
て
お

り
、
労
働
賃
金
が
上
が
ら
な
い
中

で
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
組
入
れ
と

な
っ
て
も
、
組
合
活
動
を
通
じ
組

合
員
皆
さ
ん
と
共
に
国
保
助
成
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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予
算
要
求
中
央
行
動

建
設
国
保
組
合
の
育
成
・
強
化
を
求
め
る

小寺裕雄議員へ要請書を提出

小鑓隆史議員へ要請書を提出

《 建設国保を守り育てるため 》

仲間の一人ひとりが協力を！

編
集
後
記

教
宣
部

宮
田

私たちにとって一番の不安は、病気やケガで倒れてしまうことです。

野外労働など厳しい就労環境で働く建設従事者に合わせた保険

事業を展開する建設国保は、私たちの仕事と暮らしの実態に最も

即した医療保険であり、まさに「命の綱」と言うべきものです。

なぜ、ハガキ要請をするのか！

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、

補
助
金
活
動
の
大
き
な
力

地
元
国
会
議
員
要
請
は
私
た
ち
の
願
い
を

国
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
大
き
な
力


